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【校    訓】剛き意志 深き愛 自由の胸 純なるこころ 
【学校教育目標】「主体性」「社会性」「将来性」を培う生徒の育成 

～人とつながる・人をつなぐ・人につなげる学校～ 
生徒数 １年８６名 ２年７１名 ３年８２名 合計 239名 

 

部活動の現状とこれから  校長 小菅恭青史 

現在、部活動を取り巻く状況が大きく変化しています。少子化の煽りを受け、

生徒数や教員数も大幅に減少しています。生徒数最多と言われた昭和６１年、

589 万人であったものが、令和３年には 296万人と半減しています。 

その一方、部活動数については、ほぼ変化していない状況にあります。本校

も例外ではなく、今年度「部活動再編計画」を練り、部活動数の縮小化を３か年

計画で進めています。具体策①は、「陸上部の廃部」です。令和６年度より新入

部員の募集を停止します。開催される各種大会には希望者を募って練習・参加

します。具体策②は、「音楽部と芸術部の統合（令和６年度文化総合部(仮称)）」

です。文化芸術等を親しむ新たな環境の構築です。具体策③は、「単独チームが

編制できずに大会出場不可の部の廃部」です。単独チームが編制できなかった

部は、その次年度から新入部員の募集を停止し、２年後の学総体をもって廃部

とします。ただし、指導者のいない個人種目等については、地域活動を優先し

たり（部活動を免除したり）、中体連の公式大会には参加できるよう配慮します。 

このように具体的な対策を講じなければならない中、「教員の働き方改革（長

時間勤務の是正）」が求められ、スポーツ庁や文化庁は「働き方改革を踏まえた

部活動改革」を示し、部活動の段階的な地域移行の提言をとりまとめました。 

学校教育の一環として行われている部活動は、異年齢の交流はもちろん人間

関係の構築、学校の一体感や愛校心の醸成、体力向上や健康増進にも大きな意

義があります。しかしながら、深刻な少子化が進行し、持続不可能な状況が生

まれています。地域間格差もあります。将来的には、部活動を学校単位から地

域単位の取組にしていこうとしています。課題は山積です。今後、学校の実情

や生徒・保護者のニーズや教員の意向も踏まえ、皆野町や秩父地域において、

協議会等を設置し、地域における新たな部活動の在り方や各団体への支援策、

教員の兼職兼業の仕組み、必要な経費や人員、施設などについて検討・措置し

ていく必要があります。子供たちにふさわしい部活動改革が望まれます。 

みなさんは、自分たちの部活動に今、何が起こっているのか分かりますか？ 

【文化祭 芸術部の大壁画】 



 

                

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

学校の様子 

いじめ根絶委員会の取組 
 埼玉県では、毎年１１月を「いじめ撲滅強調月間」として、県

を挙げて、いじめを根絶していくために取り組んでいます。本校

では、各クラスから選出された生徒で構成された「いじめ根絶委

員会」を中心として、校内の共有、共通の理解と意識を高めるた

めに、次の取組を進めています。 

（１）人権教室の実施 

９日（水）、町人権擁護委員の斎藤武義さんを講師として招

き、「リスペクト アザース」の動画を視聴し、主人公が日本に

帰ってきて海外との違いに葛藤する場面をもとに、「他の人の

ことを尊重する」とはどういうことなのかを考える。 

（２）公式キャラクターの作成と名前募集 

  いじめ根絶委員がデザインしたキャラクタ 

ーの名前を全校生徒・教職員に募集する。 

（３）ポスター作成 

「優しい言葉」、「いじめの自覚」、「いじめ 

られた人の気持ち」、「人権標語」などの内容 

を盛り込んだポスターを作成する。そのポス 

ターには公式キャラクターを載せる。 

（４）優しい言葉ビンゴ 

個人のビンゴシートに書かれている優しい言葉を、生徒が発

言、それを聞いた教員がシールを貼る。個人のビンゴシートが

うまったら、クラスのビンゴシートの中から、その生徒の番号

の部分をうめる。期間終了時にクラス毎にどのくらいうまった

のかを発表する。 

（５）いじめちゃダメ劇場 

いじめ根絶に関する劇を創り、その劇（録画）をオンライン 

で各クラスに発表する。 

 
ベルマーク・書き間違い官製はがき等回収のご協力を 
ボランティア委員会では、助け合いの心を大切にするため、年間を通して、ベルマークを

集めたり、養護盲老人ホームひとみ園さんへの寄付として、「書き間違い官製はがき」、「未使

用はがき」、「未使用切手」、「使用済切手」、「未使用収入印紙」、「未使用クオカード」、「未使

用テレホンカード」を集めたりしています。職員室前に回収箱が設置されていますので、回

収のご協力をお願いします。 

１２月のおもな予定 

  1日（木）１年校外学習               １５日（木）スクールカウンセラー来校日    

スクールカウンセラー来校日    １６日（金）金②③④⑤⑥  

５日（月）ノーチャイムデイズ(～7日)   ２０日（火）学年朝会 火②③④⑤⑥ 

     特別支援学級生徒作品展示会  ２１日（水）水②③④⑤⑥ 

（～２３日皆野町役場）  ２２日（木）木①②③④＋大掃除 

  ６日（火）全校朝会                   スクールカウンセラー来校日 

  ７日（水）２年生出前授業（秩父農工）  ２３日（金）２学期終業式 部活動なし 

  ８日（木）専門委員会 部活動なし          ふれあいデー 

       スクールカウンセラー来校日  2６日（月）冬季休業日(～1/9） 

１３日（火）あいさつ運動 生徒朝会     ２８日（水）日直を置かない日 

３年三者面談(希望者)(～1６日)  ２９日（木）閉庁日(～1/3) 

１４日（水）オーストラリア留学生との交流 

開校記念日 
 昭和３８年に皆野

統合中学校が設置さ

れ、その後新校舎に

続き、管理棟が昭和

４０年の１１月３０

日に完成し、開校記

念日と制定されまし

た。実質昭和４２年

に統合完了(国神中・

日野沢中・金沢中・三沢

中)し、校名は「皆野

中学校」と改称しま

した。 


